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３月定例会３月定例会

あらましあらまし

令和７年令和７年

　
令
和
７
年
３
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
27
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
か
ら
市
長
専
決
処
分
の

報
告
１
件
の
ほ
か
人
事
案
件
24
件
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
19
件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
案
５
件
、
令
和
７
年
度
予
算
案
10
件
、

令
和
７
年
度
補
正
予
算
案
２
件
が
提
出
さ
れ
、
議
員
か
ら
議
案
２
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
を
除
き
各
常
任
委
員
会
に
付
託
、
慎

重
に
審
査
・
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
し
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
修
正
案
は
否
決
し
、

多
数
決
で
原
案
の
と
お
り
可
決
、
そ
の
ほ
か
の
議
案
は
す
べ
て
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
市
長
や
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。
主
な
議
案
の
内
容
と
議
決
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

３月定例会３月定例会
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
教
育
委
員
会
委
員
１
名
の
任

期
が
令
和
７
年
５
月
19
日
に
満

了
す
る
た
め
、
後
任
に
吉
田
雄

希
氏
を
任
命
す
る
も
の
で
す
。

全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
農
業
委
員
会
委
員
19
名
の
任

期
が
令
和
７
年
３
月
31
日
に
満

了
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
後
任

を
任
命
す
る
も
の
で
す
。
す
べ

て
全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
人
権
擁
護
委
員
２
名
の
任
期

が
令
和
７
年
６
月
30
日
に
満
了

す
る
た
め
、
野
村
直
司
氏
、
宇

木
京
子
氏
を
再
任
、
ま
た
、
令

和
６
年
12
月
31
日
に
１
名
辞
任

し
た
た
め
、
後
任
に
小
菅
尉
多

氏
を
推
薦
す
る
も
の
で
、
す
べ

て
全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

選
挙
に
お
け
る
投
票
立
会
人
の

報
酬
の
改
正

　
投
票
立
会
人
の
交
代
制
の
導

入
に
伴
い
改
正
を
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

建
築
基
準
法
関
係
手
数
料
条
例

等
の
一
部
を
改
正

　
建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
の
一

層
の
向
上
を
図
る
た
め
の
法
改

正
に
伴
い
改
正
を
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
補
正
予
算
を
可
決

　
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

物
価
高
騰
対
策

・
９
割
を
超
え
る
一
般
家
庭
等

を
対
象
に
、
水
道
基
本
料
金

を
４
カ
月
間
、
半
額
免
除

・
県
が
令
和
７
年
度
に
実
施
予

定
の「
ぐ
ん
ま
賃
上
げ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
お
け
る
支
援

金
に
、
市
の
奨
励
金
を
上
乗

せ
し
て
支
給

国
の
補
正
予
算
対
応

・
津
久
田
小
学
校
、
三
原
田
小

学
校
の
特
別
教
室
の
空
調
機

器
の
整
備

・
武
道
館
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
道
路
改
良
や
橋
り
ょ
う
維
持

補
修
な
ど
の
実
施

令
和
７
年
度
予
算
を
可
決

　
一
般
会
計
予
算
は
４
つ
の
事

業
を
削
除
す
る
修
正
案
が
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
修
正

案
は
賛
成
少
数
で
否
決
、
原
案

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
７
つ
の
特
別
会
計
予
算
お
よ

び
２
つ
の
事
業
会
計
予
算
は
す

べ
て
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
を
可
決

　
有
馬
配
水
池
の
水
源
か
ら
Ｐ※

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
て
い
る
問

題
に
つ
い
て
、
有
馬
配
水
池
か

ら
配
水
さ
れ
る
地
域
の
水
道
水

の
検
査
箇
所
を
現
在
の
10
カ
所

か
ら
30
カ
所
に
増
や
す
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）：これまで幅広い用途で使用されてきましたが、現在は規制やリスク管理に
　　　　関する取り組みが進められています。

交代制が導入された投票立会人

空調が整備されて快適になる音楽室
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各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案（
総
務
市
民
４
議
案
、
経

済
建
設
３
議
案
、
教
育
福
祉
５
議
案
、
予
算
４
議
案
）は
す
べ
て
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

常 

任 

委 

員 

会 

の 

審 

査

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
本
会

議
で
最
終
的
な
採
決
を
行
う
前

に
、
議
案
の
詳
細
な
審
査
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
常
任
委
員
会

協
議
会
で
は
市
か
ら
各
事
業
の

報
告
・
説
明
を
受
け
ま
す
。

　
各
常
任
委
員
会
で
の
主
な
審

査
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
市
民

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
10

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

選
挙
立
会
人
の
交
代
制
導
入
に

伴
う
報
酬
額
の
改
正

質
疑

立
会
人
の
交
代
制
は
ど

う
い
う
ル
ー
ル
で
行
う
の
か
。

答
弁

投
票
開
始
か
ら
終
了
ま

で
同
一
立
会
人
が
立
ち
会
う
従

来
の
形
も
継
続
し
て
い
く
ほ
か
、

新
た
に
従
来
の
１
人
の
枠
に
対

し
て
交
代
制
で
２
人
を
充
て
る

こ
と
も
可
能
と
し
ま
す
。
各
自

治
会
へ
の
立
会
人
の
推
薦
依
頼

を
考
え
て
い
ま
す
。

土
砂
等
に
よ
る
埋
め
立
て
等
の

規
制
に
関
す
る
管
理
の
一
部
を

県
に
移
行

質
疑

管
理
の
一
部
を
県
で
行

う
こ
と
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁

静
岡
県
熱
海
市
で
発
生

し
た
土
石
流
災
害
を
受
け
て
、

危
険
な
盛
土
等
を
全
国
一
律
の

基
準
で
包
括
的
に
規
制
す
る
た

め
、
都
道
府
県
の
所
管
と
す
る

法
改
正
が
さ
れ
た
た
め
で
す
。

経
済
建
設

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
４

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会 

　
市
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て

報
告
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
八
木
原
駅
周
辺
整
備
事
業

質
疑

駅
の
東
側
に
整
備
さ
れ

る
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
当
初
に

計
画
し
て
い
た
道
路
幅
が
一
部

確
保
で
き
な
い
と
の
こ
と
。
標

識
の
設
置
等
、
歩
行
者
や
地
域

住
民
の
安
全
対
策
を
求
め
る
。

答
弁

地
域
住
民
や
駅
利
用
者

の
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す
。

質
疑

駅
の
東
西
を
結
ぶ
自
由

通
路
に
設
置
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
は
工
期
内
に
完
成
で
き
る
か
。

答
弁

自
由
通
路
の
詳
細
設
計

を
実
施
し
た
際
に
、
工
期
内
の

完
成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

質
疑

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
維
持

管
理
費
は
市
が
負
担
す
る
の
か
。

答
弁

市
の
費
用
負
担
で
管
理

し
、
維
持
費
は
年
間
約
30
万
円

と
な
り
ま
す
。

質
疑

夜
間
等
の
防
犯
対
策
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

自
由
通
路
は
24
時
間
利

用
可
能
と
な
る
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
対
応
し
ま
す
。

教
育
福
祉

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
５

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会

　
市
か
ら
次
の
事
項
に
つ
い
て

報
告
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

渋
川
市
こ
ど
も
計
画
の
策
定

質
疑

市
民
意
見
公
募
を
ど
の

よ
う
に
計
画
に
反
映
さ
せ
た
か
。

答
弁

障
が
い
児
支
援
・
医
療

的
ケ
ア
児
支
援
に
関
す
る
意
見

が
多
く
、
子
ど
も
一
人
一
人
に

合
っ
た
支
援
と
の
早
期
連
携
、

柔
軟
な
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
、

身
近
な
地
域
で
支
援
が
受
け
ら

れ
る
環
境
整
備
に
努
め
る
と
い

っ
た
内
容
を
追
加
し
ま
し
た
。

市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
・
適

正
配
置
基
本
方
針
の
策
定
方
針

質
疑

市
が
目
指
す「
あ
る
べ

き
学
校
像
」を
ま
ず
定
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
「
あ
る
べ
き
学
校
像
」の

基
礎
と
な
る
庁
内
検
討
は
令
和

６
年
度
ま
で
に
行
っ
て
お
り
、

令
和
７
年
度
に
外
部
委
員
を
交

え
て
基
本
方
針
を
策
定
す
る
中

で
学
校
像
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

予　
　
算

（
補
正
予
算
）

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
７

議
案
は
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
10
号
）

水
道
基
本
料
金
の
減
免

質
疑

一
般
的
な
家
庭
で
減
免

さ
れ
る
具
体
的
な
金
額
は
。

答
弁

１
戸
当
た
り
２
カ
月
の

減
免
額
は
、
13
ミ
リ
口
径
契
約

者
は
１
２
６
５
円
、
20
ミ
リ
口

径
契
約
者
は
１
３
２
０
円
で
す
。

公
共
交
通
で
行
く
し
ぶ
か
わ
エ

コ
旅
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

質
疑

予
算
額
３
１
０
２
万
円

の
85
％
、
２
６
５
２
万
円
が
不

用
額
と
な
っ
た
原
因
の
分
析
は
。

答
弁

前
後
半
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
が
、
前
半
は
特
に
事

業
の
周
知
が
不
十
分
だ
っ
た
と

分
析
し
、
後
半
の
実
施
は
周
知

の
強
化
と
事
業
者
の
努
力
に
よ

り
改
善
し
ま
し
た
。

武
道
館
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

質
疑

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
施
設
に

武
道
館
を
選
定
し
た
理
由
は
。

答
弁

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
未
実
施
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
中
で
、
利
用
者

数
が
一
番
多
い
た
め
で
す
。

市民が安心・快適に利用できる
JR 八木原駅の新駅舎へ
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主な新規事業・重点事業

令和７年度予算の概要

未来投資・活力共創予算

令和７年度予算を紹介します

孤独・孤立対策推進事業

こんにゃく生産者経営支援事業

認定こども園整備事業

移住促進地域活力創造事業

新規

新規

新規2,000万円

2,986万円

1億1,969万円

3,230万円

　ひきこもり地域支援センターを設
置し、相談支援、居場所の提供、当
事者会や家族会の開催、関係機関の
ネットワークづくり等を行います。

　渋川市の特産であるコンニャクの
販売価格低迷により経営の悪化が著
しいコンニャク生産者に対して、栽
培面積に応じて補助金を交付します。

　渋川幼稚園が令和８年度から認定
こども園として、新たに３歳未満児
を受け入れることから、調理室と低
年齢児用のトイレを設置します。

　渋川市への移住定住に関する情報
発信や助成を行うもので、今年度は
市内企業就職と消防団加入の場合の
加算を新たに設けました。

歳出

55億9711万円
総務費

138億2409万円
民生費

24億9231万円
衛生費

14億1562万円
農林水産業費

7億8949万円
商工費

37億7821万円
土木費

14億6589万円
消防費

52億9538万円
教育費

36億4397万円
公債費

3億5393万円
その他

歳入

115億434万円
市税

89億5000万円
地方交付税

48億6296万円
国庫支出金

26億3401万円
県支出金

19億5000万円
地方消費税交付金

17億2717万円
諸収入

27億7330万円
市債

42億5422万円
その他

特別会計（198億215万円） 予　算　額
国民健康保険

事業勘定 88億2,470万円
診療施設勘定 283万円

後期高齢者医療 14億8,330万円
介護保険 93億  123万円
農産物直売事業 293万円
伊香保温泉観光施設事業 1億6,999万円
小野上温泉事業 825万円
交流促進センター事業 892万円

公営企業会計（84億768万円） 予　算　額
水道事業

収益的支出 19億6,626万円
資本的支出 11億4,917万円

下水道事業等
収益的支出 26億4,467万円
資本的支出 26億4,758万円

一　般　会　計一　般　会　計
予算額 386 億 5,600 万円



令
和
７
年
度
予
算
案
の
審
査
・
審
議
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建
築
基
準
法
改
正
へ
の
対
応

質
疑

法
改
正
に
よ
り
、
建
築

確
認
申
請
の
審
査
項
目
、
完
了

検
査
項
目
が
増
え
、
市
の
業
務

量
も
増
大
す
る
が
、
現
在
の
職

員
体
制
で
対
応
は
可
能
か
。

答
弁

講
習
や
研
修
を
受
講
し

審
査
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

し
ぶ
か
わ
電
子
地
域
通
貨

質
疑

事
業
の
評
価
判
断
は
。

答
弁

市
内
経
済
の
循
環
・
活

性
化
を
事
業
目
標
と
し
て
お
り
、

加
盟
店
か
ら
は
、
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
る
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

渋
川
市
20
周
年
記
念
式
典

質
疑

工
夫
を
凝
ら
し
た
お
祝

い
に
し
て
ほ
し
い
が
、
式
典
の

構
想
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
弁

２
月
の
式
典
に
向
け
、

親
善
大
使
の
ほ
か
市
内
で
活
躍

す
る
多
く
の
方
の
参
加
や
、
ア

に
よ
り
可
否
を
判
断
し
ま
す
。

こ
ど
も
ホ
ー
ム
ア
シ
ス
ト
事
業

質
疑

事
業
の
内
容
は
。

答
弁

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
、

子
育
て
が
不
安
な
家
庭
、
妊
産

婦
が
い
る
家
庭
等
に
支
援
員
が

訪
問
し
、
直
接
支
援
し
ま
す
。

孤
独
・
孤
立
対
策
の
推
進

質
疑

作
成
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
内
容
と
、
周
知
方
法
は
。

答
弁

内
容
は
孤
独
感
の
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
と
、
相
談
場
所
の

案
内
と
す
る
予
定
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
、
多
く
の
方
の

目
に
留
ま
る
よ
う
配
布
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
導
入
の
検
討

質
疑

令
和
２
年
か
ら
毎
年
計

上
し
て
い
る
が
、
進
ち
ょ
く
は
。

答
弁

三
次
救
急
医
療
機
関
が

な
い
と
こ
ろ
で
の
ド
ク
タ
ー
カ

ー
の
運
営
は
非
常
に
難
し
い
状

況
で
す
が
、
渋
川
市
民
や
県
北

部
地
域
の
方
の
命
を
守
る
た
め

に
必
要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま

す
。
前
橋
市
や
、
吾
妻
・
利
根

地
域
と
の
連
携
な
ど
、
大
き
な

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
一
つ
一

つ
検
討
を
進
め
ま
す
。

公
共
交
通
で
行
く
し
ぶ
か
わ
エ

コ
旅
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

質
疑

令
和
６
年
度
の
執
行
率

や
実
績
か
ら
、
伊
香
保
観
光
の

需
要
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

答
弁

令
和
６
年
度
の
執
行
率

が
低
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す

が
、
年
度
後
半
は
改
善
し
ま
し

た
。
観
光
協
会
か
ら
も
閑
散
期

対
策
や
経
済
波
及
効
果
か
ら
、

継
続
を
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

竹
林
整
備
事
業

質
疑

赤
城
・
北
橘
地
区
を
整

備
す
る
本
事
業
の
委
託
先
は
。

答
弁

面
積
が
広
く
規
模
の
大

き
い
整
備
は
業
者
委
託
と
し
、

小
規
模
の
整
備
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
ま
す
。

観
光
施
設
の
維
持
管
理

質
疑

伊
香
保
の
河
鹿
橋
の
修

繕
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁

腐
食
し
た
床
板
の
張
り

替
え
で
、
新
緑
と
紅
葉
の
シ
ー

ズ
ン
を
避
け
て
実
施
し
ま
す
。

コ
ン
ニ
ャ
ク
生
産
者
経
営
支
援

質
疑

予
算
の
積
算
根
拠
は
。

答
弁

一
律
５
万
円
の
基
準
額

に
、
面
積
に
応
じ
た
金
額
を
加

算
し
、
生
産
者
全
体
に
行
き
渡

る
よ
う
に
積
算
し
ま
し
た
。

観
光
Ｐ
Ｒ
の
推
進

質
疑

補
助
金
の
内
容
は
。

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
計
画
中
で
す
。

県
外
へ
通
学
す
る
学
生
の
支
援

質
疑

支
援
さ
れ
る
通
学
先
が

東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
の
大
学

に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。
範
囲
拡
大
の
検
討
は
。

答
弁

市
内
か
ら
の
通
学
の
た

め
、
対
象
が
限
ら
れ
ま
す
。
範

囲
拡
大
は
、
利
用
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
今
後
検
討
し
ま
す
。

防
火
水
槽
の
新
設

質
疑

具
体
的
な
新
設
場
所
は
。

答
弁

渋
川
広
域
消
防
署
西
分

署（
伊
香
保
地
内
）の
隣
接
地
と

東
分
署（
赤
城
地
内
）の
敷
地
内

の
２
カ
所
で
す
。

自
治
会
に
よ
る
広
報
の
配
布

質
疑

各
団
体
の
チ
ラ
シ
を
広

報
と
一
緒
に
配
布
で
き
な
い
か
。

答
弁

市
の
委
託
と
し
て
配
布

す
る
た
め
、
外
部
団
体
の
チ
ラ

シ
配
布
に
関
し
て
定
め
た
方
針

　
令
和
７
年
度
渋
川
市
一
般
会
計
予
算
は
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
ほ
か
７
つ
の

特
別
会
計
予
算
、
２
つ
の
公
営
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

こんな場面がありませんか？
ヤングケアラーを支援します

竹粉砕機の個人への貸し出しも可能です
問い合わせは環境森林課へ
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答
弁

観
光
協
会
へ
の
補
助
金

で
、
主
な
内
容
は
石
段
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
、
首
都
圏
へ
の
イ
ベ

ン
ト
出
展
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
の
調
査
研
究
な
ど
で
す
。

質
疑

竹
粉
を
肥
料
と
し
て
活

用
す
る
指
導
を
し
て
い
る
か
。

答
弁

現
在
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
無
駄
の
な
い
資
源
活
用

に
向
け
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

歴
史
資
料
館
の
再
編
統
合

質
疑

赤
城
・
北
橘
両
資
料
館

の
再
編
統
合
の
方
向
性
は
。

答
弁

基
本
構
想
の
中
で
新
築
、

複
合
施
設
、
現
有
施
設
の
存
続

な
ど
候
補
は
挙
げ
て
い
ま
す
が
、

判
断
は
保
留
し
て
い
ま
す
。
費

用
面
か
ら
新
築
は
難
し
く
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
行
わ
れ
た
主
な
討
論
に
つ
い
て
、

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　
討
論
と
は
、
議
案
等
を
議
決
す
る
前
に
賛
成
・

反
対
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

論
討

「
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
」

反　

対

賛　

成

　
教
育
、
福
祉
、
医
療
な
ど

の
分
野
で
市
民
要
望
を
反
映

し
た
施
策
の
重
要
な
前
進
が

認
め
ら
れ
た
。
保
育
人
材
確

保
支
援
、
医
療
的
ケ
ア
児
が

教
育
・
保
育
を
受
け
る
た
め

の
環
境
整
備
支
援
の
ほ
か
、

令
和
６
年
度
に
開
始
し
た
高

齢
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
は

引
き
続
き
継
続
さ
れ
る
。

　

南
部
地
域
の
整
備
で
は
、

古
巻
公
民
館
の
建
設
や
八
木

原
駅
周
辺
整
備
が
始
ま
る
。

　
国
の
社
会
保
障
制
度
の
改

悪
に
よ
る
負
担
増
か
ら
市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
対
策
の
強

化
や
、
有
害
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の

全
量
撤
去
を
強
く
求
め
、
令

和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
に

賛
成
す
る
。

　
エ
コ
旅
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
伊
香
保
観
光
の
需
要
に

合
わ
ず
不
調
。
伊
香
保
は
入

湯
税
で
１
億
５
０
０
０
万
円

も
の
歳
入
が
あ
る
。
当
事
業

は
廃
止
し
、
前
年
度
以
上
の

予
算
で
伊
香
保
に
見
合
う
新

規
事
業
の
実
施
が
望
ま
し
い
。

　
12
月
定
例
議
会
で
「
子
持

公
民
館
周
辺
整
備
を
進
め
る
」

と
市
長
は
答
弁
し
た
が
、
令

和
７
年
度
予
算
に
予
算
計
上

せ
ず
、
国
か
ら
約
２
億
５
０

０
０
万
円
も
の
交
付
税
算
入

が
見
込
め
る
合
併
特
例
債
の

活
用
が
難
し
く
な
っ
た
。
早

期
の
対
応
が
必
要
。

　
事
業
計
画
が
甘
く
、
約
束

が
守
ら
れ
な
い
予
算
案
に
賛

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
１
回
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

（
令
和
７
年
１
月
21
日
開
催
）

市
長
か
ら
の
発
言
の
申
出

　
市
長
に
よ
る
個
人
情
報
流
出

に
関
し
市
長
が
設
置
し
た
調
査

第
三
者
委
員
会
が
、
市
長
の
行

為
は
個
人
情
報
保
護
条
例
に
違

反
す
る
と
し
た
調
査
報
告
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
市
長
は
こ
れ

を
重
く
受
け
止
め
、
議
会
お
よ

び
関
係
者
を
含
む
す
べ
て
の
市

民
に
対
し
謝
罪
し
、
そ
の
責
任

と
し
て
自
身
の
給
料
の
減
額
措

置
を
講
ず
る
と
発
言
し
ま
し
た
。

市
長
の
給
料
減
額
を
否
決

　
個
人
情
報
流
出
に
関
す
る
調

査
第
三
者
委
員
会
の
報
告
を
受

け
、
市
長
の
給
料
月
額
を
６
カ

月
間
50
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

議
会
は
全
員
一
致
で
市
長
の
辞

職
を
勧
告
し
て
お
り
、
給
料
減

額
で
な
く
辞
職
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
り
、
可
否
同
数
と
な
り
、

議
長
裁
決
で
否
決
し
ま
し
た
。

　
教
科
書
の
購
入

　
中
学
校
教
科
書
の
改
訂
に
伴

う
教
師
用
指
導
教
材
の
購
入
で
、

全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
舞
台
照
明

更
新
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
本
契
約
は
令
和
６
年
12
月
定

例
会
で
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、

契
約
手
続
き
に
疑
義
が
あ
る
と

し
、
否
決
し
ま
し
た
。
否
決
後
、

市
で
設
計
内
容
や
契
約
方
法
を

再
度
検
証
し
、
改
め
て
提
案
さ

れ
、
可
否
同
数
と
な
り
、
議
長

裁
決
で
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
８
号
）

　
物
価
高
騰
へ
の
支
援
と
し
て
、

国
の
経
済
対
策
に
基
づ
き
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
一

世
帯
当
た
り
３
万
円
を
、
ま
た
、

18
歳
以
下
の
児
童
一
人
当
た
り

２
万
円
を
加
算
し
て
給
付
す
る

も
の
で
す
。
全
員
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

第
２
回
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

（
令
和
７
年
２
月
６
日
開
催
）

市
長
の
給
料
減
額
を
可
決

　
第
１
回
臨
時
会
で
否
決
し
た

市
長
の
給
料
減
額
に
つ
い
て
、

50
％
給
料
減
額
す
る
期
間
を
７

カ
月
間
と
す
る
も
の
で
す
。
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

赤城町勝保沢にある赤城歴史資料館


